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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日まで院内研修『クレーム対応について』場所：メンタルケア病棟3階会議室

・12/26（月）～12/27（火）法人研修『個人情報管理について』

・12/20(火)実地指導がある。14日までにカルテチェックを行うこと。

・見学予定：12/16（金）10：00～川村サチコ様　対応：上野

12/19（月）10：30～赤石陽介様　対応：木村

・12/15(木)までに1月分のプログラム入力とテキストを提出。

・今月中、抜き打ちで避難訓練を実施していく。

・庶務より、日用品の届けは12/29（木）までとのこと。確実に在庫が欲しい場合は今週中に発注をするように。

・昨日より、訪問看護『五福』の事務所が悠湯の里に移動となる。電話：70-1622　FAX：70-1630

・3/5　医療監査実施予定。普段から確実な業務、環境整備を心掛けること。

・高齢者の事故が増えている為、転倒リスクの他、食事・入浴時のリスクを考慮して関わること。利用者に対するアセスメントの仕方を見直していく。

＜デイナイトケア事例検討＞

袴田　淑子様（64）女性　統合失調症　デイナイトケア利用：4年4ヶ月

検討内容：治療計画の評価・見直し、今後の関わりについて

長期目標　家族（姉様）と同居し、再発防止に努め生活する。

中期目標　家事が出来るようになる。

短期目標　①薬を忘れずに服用する。

②体調を整える為に決められた量の御飯（180～210ｇ）を食べる。

治療計画　①薬を自ら服用に来たかをチェックする。

②御飯の量が守れている（180～210ｇ）か確認する。

計画評価
1 について

・本人にチェック表を渡し、内服をしたらスタッフが表にチェックを入れる形にしている。

月3～4回は、スタッフの声かけがないと内服に来ないことがあるが、チェック表を用いてからは、自分から内服に来られる事が増えている。

・大きな病状の変化は無いが、時々ブツブツと独語を話したり、空笑みられている。本人に声をかけると「何でもない」と話す。病状が悪化すると、幻覚・幻視に左右された行動がみられる。

・思い通りにいかないと癇癪を起こすことがある。

2 について

・以前は150ｇ程度しかご飯を盛っていかなかったが、徐々に180ｇ盛って食べるようになってきた。食事を残し、お菓子でお腹を満たす習慣がある為、今後もご飯はしっかり食べるように介入していく必要がある。

・体重は標準だが、体脂肪が高値。間食することが多くロッカー室や自室でこっそりお菓子を食べていることがある。また、野菜の摂取量も少ない。

・姉様も同じく、お菓子でお腹を満たす習慣がある為、家族に対しても指導が必要。

その他

・外泊に行く頻度は多いが、自宅に戻っても特に何もすることなく過ごしているとのこと。

・食材を切るなど最低限のことは出来、調理能力はある様子。調理する機会を増やすのはどうか？

・中期目標に対して、短期目標・治療計画があっているのか？　どちらかというと、内服が一番の問題であり、最低限自分のことは自分で出来るように関わっていく必要があるのではないか。

検討結果
・病状管理と、最低限のことは自分で行えるように、目標と治療計画の見直しを行っていく。

＜利用者情報＞

· 宮　陽子　様～本日、本人より電話連絡あり。「私の事を嫌だと思っているスタッフがいるで

しょ？」と訴えている。何故そのように思ったのか確認するが、「いや、それはいいんだけど…」と詳細を話すことはない。嫌だと思っているスタッフはいないことを説明すると、「そうですか、明日行きますので」と話す。

· 北村　奈美様～昨日本人より架電あり、「死にたい」と訴えている。死にたい事を母に相談し

た際、”死にたかったら死ねば”と言われ、母の事を考えると頭痛がして、自宅にいることも怖い為、楽になりたいと思い、自殺目的で手持ちの就床前薬5包を服用したいと考えたとのこと。母親様と喧嘩したこと、昨日の外来受診も出来なかったと話す。年末でお母様も忙しい時期であり、自分の買い物やお父様の手伝いを行ってくれる事で、お母様が精神的に余裕の無い状態であった事は理解している様子。多量服薬せず本日分の就床前薬を服用して休み、明日お母様と外来受診するよう説明している。

本日、母親様同伴で受診。担当スタッフが本人と面談を行っている。昨晩はよく眠れたと話す。死にたいという気持ちは抑えられるようになったとのこと。母親様に対して甘えており、死にたいと言っても止めてくれると思い、発言していると話す為、自分の言葉には責任を持つようにと説明している。

· 細越　定生様～中国の不法漁船のニュースが流れているのを見て、「言われなくても、李さん

に気を遣ってチャンネルを変えるのが当たり前じゃない？」「スタッフ同士で気を遣えなくて、どうやって利用者に気を遣えるの？話にならない」とスタッフに訴えている。意見を伝えてくれたことに感謝し、配慮が足りなかったことを謝罪すると本人は納得している。今後、スタッフ間でも意識をしていくことを本人に伝えている。

また、本部前に個人車両（バイク）を駐車している為、本人に指摘している。冬タイヤに代えておらず、坂道を登る路面状況に不安があるからだと話す。明日、タイヤを交換するとのこと。

· 浅坂　政美様～本日、ノックビンと昼食後薬を自宅に忘れたと話されている。医師に確認を

行っていく。

· 松川　順子様～訪問看護より情報あり、朝起床が出来なくて悩んでいると訪問看護に本人か

ら電話があったとのこと。現在、遅れる際に本人から連絡はなく、デイケアスタッフから電話で確認を入れている状態。起きていないわけではなく、準備に時間がかかるとのこと。デイケアでは9：45までの来所を目標としており、どうしても遅れてしまう場合は9：45までに自分から電話連絡を入れるように説明している。本人は「遅くなってもいいから来るように」とデイケアに言われていると話していた為、本人・関係機関の間で、方針の擦り合わせと確認をする必要がある。

· 板橋　利美様～先週金曜日に兄様との面談あり、コーラや乾物などの間食を一切控えるよう

にと強く言われている。「欲しい物が完全に買えない」「正月に寿司を食べたいのに」と本人不満を話している。また、「おにぎりだけにする」と話す為、全部が駄目というわけではなく、食材の選び方によったり、野菜を食べるなどするよう説明している。

　　　　　　　　　運動に関しては、毎朝ダンベル体操をしているとのこと。兄様からは路面状況が悪くても散歩に行くようにと言われたとのことだが、エアロバイクやストレッチで代用してはどうかと説明している。足と腕のストレッチの方法を教えると、「これだと出来そうだ」と話されている。また、杖を使わずに歩行すると話す為、杖使用でのメリットや安全な杖の紹介を行っていく。

　　　　　　　　　今朝、むつ食品の弁当（値下げ品）を購入して食べたところ、下痢気味だと話す。朝から3回程トイレに行っているとのこと。

· 田向　玲美様～「妹が休みだからリフレッシュする」と話し、デイケア欠席希望している。

継続して通所出来ていないことを指摘すると、「他の人は休んでいるのに」と話す為、利用目的が異なる為、他者とは比べないよう伝え、どのような目的で通所を行っているのか振り返っている。

＜外来情報＞

· 北村　奈美様～昨日受診していなかった為、本日受診している。「死にたい」と訴えている為、

そう思う前にスタッフに相談するようにと担当医から説明を受けている。

· 東海林康之様～尿蛋白（＋）のため、今後は毎月尿検査を実施していく。採血は３ヶ月毎。

· 高柳　和子様～気分の浮き沈みはなく、変わりないとのこと。

· 大久保康弘様～夜間中途覚醒があるとのことで、頓用でロンフルマンが処方となっている。

· 本多　富美様～先週と変わらず、病院受診を行うことで精一杯だと話されている。

· 板橋　利美様～兄様に言われ、ジュースや間食を止め、食事はむつ食品の弁当を買っている

話す。杖は使わないで歩行するようにしているとのこと。

